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1．入力説明とヘルプのショートカットキー表示 

入力説明図とヘルプの表示にショートカットキーを追加しました。 

コマンド入力で入力説明図とヘルプを表示できます。 

  

 

 

2．属性リスト出力フラグ追加 

共通項目に属性リスト出力フラグを追加しました。 

出力実行ボタンから AUTOCADに出力されるさいに output ファイル内に属性リスト.xlsx

として出力されます。 
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３．中間ダイヤ D を中間補剛材格点位置に表示 

中間ダイヤ D を中間補剛材の配置データ欄にて表示させることが可能になりました。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格点ダイヤ入力欄 中間補剛材入力欄 



 

5 

 

4．格点補剛材のスカラップの左右切り替え機能追加 

格点補剛材のスカラップを切り替える機能のため溶接の入力欄を追加致しました。 

左右のスカラップの大きさを切り替える場合に別の格点補剛材として入力できます。 

上下でスカラップの大きさが違う場合は/入力で対応可能です。 

入力値の Rが無く、数字のみの場合は反映されません。 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

6 

 

5．水平補剛材を追加可能 

新しい水平補剛材を追加できる機能を追加致しました。 

Master ファイル内にあるデフォルト値に追加したい水平補剛材の形式を設置欄から選んで

頂き、記号、比率を自由にお決め頂ければ、従来通りの水平補剛材と同様にご利用頂けます。 

 

6．格点補剛材の上離れ入力追加  

格点補剛材代表の入力欄に上離れを追加致しました。 

格点補剛材断面に上離れのみ違う代表１と 6 を表と裏に入力し、出力した結果が下図とな

ります。 
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7．開口にて VH 取付面の選択肢に「両面」「表/両」「裏/両」追加 

主桁部品登録欄の VH取付面にて、選択項目追加 

 

 

 
 

 

表/両 表 裏 
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8．横桁開口のカラープレート「V 材質」に DUMMY 出力追加 

床組み―開口の「V 材質」にてカラープレートの出力方法を変更する機能を追加致しまし

た。DUMMYと/を組み合わせると下図のように出力を変更できます。 

 

 

 

 

両面 裏/両 
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9．開口―矩形型のハンドホール対応可能 

主桁―開口の入力欄にて矩形型のハンドホールが出力可能になりました。 

 

従来：完全円か長円のみ対応 

現在：矩形にも対応 
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10．矩形の開口にも蓋を出力する機能追加 

矩形の開口に蓋を出力する機能を追加致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 

 

11．ソールプレートにボス穴の入力欄追加 

ソール/構造高にボス穴の入力欄を追加致しました。 

ボス穴不要の場合は入力値 0 
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12．セットボルトの入力欄追加  

セットボルトの入力欄を 30まで追加しました。 

従来までは 10 までしかありませんでしたが、2 つの象限を入力した際は対面にしかコピー

されないため、下図のような X軸に対称なセットボルトは全象限入力が必要です。 

従来までの項目数では全部のセットボルトは入力できないため追加致しました。 
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13．横リブの下ウェブ幅の左右変化機能追加 

横リブの下ウェブ幅の左右変化機能を追加致しました。 

入力欄にて/で左右に数値を入力すると出力が変化します。 

 

  

 

 

 

 

 

450 

350 

350 

350 

450 

350 

350 

350 



 

14 

 

14．横リブの垂直補剛材を片側出力にする機能追加 

横リブの垂直補剛材に片側出力機能を追加致しました。 

垂直補剛材幅上を右クリックで左補剛材、右補剛材の出力を選択できます。 

選択した数値は色が赤か緑に変化します。 
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15．床組み部品登録に「桁端中縦桁」追加 

箱桁―床組み―部品登録欄にて桁端中縦桁の入力項目追加致しました。 

 

 

直角 斜角 
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16．連結ボルト入力項目追加 

床組みー部品登録欄にて連結ボルトの入力項目を追加致しました。 

出力には箱桁では中縦桁―補剛材配置、鈑桁では横桁―配置にて連結ボルト入力欄に登録

番号を入力します。 

桁端部が V添接の場合、共通項目―横桁のスカラップ形状に連結ボルトの入力数値が影響

します。（下記参照） 

 

 

箱桁 

 

鈑桁 
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17．横桁端部のスカラップ形状機能追加 

横桁端部のスカラップ形状に機能追加致しました。 

共通項目の B 欄にて B＝０の時は E の入力値のスカラップをとって平行、B＝１は連結ボ

ルトが入力されている場合は影響します。 

しかし、連結ボルトが入力されていない場合に B に１を入力されている場合は B＝０と同

様に出力されます。 
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18．H 鋼を出力形式の選択機能追加 

共通項目―横桁に H鋼の出力方法を変更するフラグを追加しました。 

W=0 は各部材毎に、W=1 は同一部材として出力されます。 

 

 

  

 

W＝０ 

350 

W＝1 

350 
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19．検査路受台の入力項目変更  

検査路受台の長さ寸法入力タイプの「ウェブ芯」「背」を鈑桁のみに表示されるように変更

致しました。 

ウェブ位置 Z1は吊り下げタイプのみ入力可能に変更致しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箱桁 鈑桁 
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20．検査路受台の巻きコンタイプの左右 LF とウェブ隙の入力項目追加 

検査路受台に左右 LFとウェブ隙の入力項目を追加致しました。形状タイプ 11、12 でのみ

対応。 

 

 

21．軸芯のエラー出力  

対傾構の軸心の入力欄にマイナスを入力すると下図のようにエラーが出力され、自動的に

入力値 60 にするエラー出力を追加致しました。 
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22．ビルトアップタイプの CT 鋼入力欄追加 

対傾構と横構の鋼種にてビルトアップタイプの CT 鋼（BT 鋼）を追加致しました。 
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23．対傾構、横構のガセットに「控え量」追加 

 対傾構と横構に控え量（CL）の入力項目を追加致しました。 

 BT 鋼を選択時のみご利用頂けます。 
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24．対傾構ガセットを出力しない機能追加 

対傾構にガセットを出力しない機能を追加致しました。 

下図の入力項目には未入力ではエラーとなるため、0を入力してください。 

ガセット面は省略できないのでご注意ください（ブレース向きに反映されるため） 
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25．対傾構の引き付け点変更フラグ追加 

CH 鋼を利用している際の引き付け点変更フラグの機能を追加致しました。 

CH 鋼選択時の入力欄Gは引き付け点が変更でき、入力欄 Hではガセット離れ（＋で上端

から、―で下端から）が設定できます。（L、CT、BTは入力欄D で設定可能） 
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26．対傾構のボルトが２列ゲージ、引付点が第１ボルトでない場合の引付点変更機能 

引き付け点変更機能の追加を致しました。 

ガセット入力欄で/の右側の数値が反映されます。 

 

入力無し 

 

 

 

入力例：（GW1/GW1 右）  

（GH１/GH１右） 



 

26 

 

入力あり 

 

 

 

27 テーブル取り込み機能追加 

ツール欄にてテーブル取り込み機能を追加しました。 

線形座標テーブルの dwg ファイルを読み込み、テーブル取り込み.xlsx として同名ファイル

に保存出来ます。Excel ファイルは読み込んだ dwg ファイルが存在する場所に保存されま

す。 

  

130 

140 

元の位置 
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2 段の線形座標で

も取り込めます 

数値以外の文章なども取り込めます 


